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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイス上でハプティックフィードバックを提供するための方法であって、
　前記デバイスのセンサーを使用して、ユーザに関連付けられた1つまたは複数のセンサ
ーの読みを取得するステップと、
　前記デバイスにおいて、前記1つまたは複数のセンサーの読みに少なくとも部分的に基
づいて、前記ユーザに関連付けられた少なくとも1つの安定身体特性を決定するステップ
であって、前記少なくとも1つの安定身体特性が、前記ユーザの身体活動のレベルに対し
て変化しない少なくとも1つの身体特性を備え、前記少なくとも1つの安定身体特性が、前
記ユーザの視覚障害を備える、ステップと、
　前記デバイスによって、前記少なくとも1つの安定身体特性に少なくとも基づいて、前
記ハプティックフィードバックが前記デバイスの前記ユーザに提供される方式を自動的に
調整するステップであって、前記ハプティックフィードバックの強度、前記ハプティック
フィードバックの頻度、前記ハプティックフィードバックが前記デバイスの前記ユーザに
提供される持続時間を調整するステップ、および前記デバイスの前記ユーザに提供される
ハプティックフィードバックのタイプを変更するステップのうちの1つまたは複数を含み
、前記ユーザが視覚障害をもつユーザの場合、前記ハプティックフィードバックが減少す
る、ステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
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　前記少なくとも1つの安定身体特性が、年齢、性別、人種、および前記ユーザの指のサ
イズのうちの1つまたは複数をさらに備えるか、
　前記デバイスがモバイルデバイスであるか、または、
　前記1つまたは複数のセンサーの読みのうちのセンサーの読みが、前記ユーザの付属器
または指によって前記デバイスに加えられる圧力を示す、
　請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも1つの安定身体特性について、前記ハプティックフィードバックが複数
のデバイスのために提供される方式の手動調整に関連付けられたデータを検索することに
少なくとも基づいて、前記ハプティックフィードバックが提供される前記方式を自動的に
調整するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記ユーザに関連付けられた複数の安定身体特性を決定するステップと、前記複数の安
定身体特性に基づいて、前記ハプティックフィードバックが前記デバイスの前記ユーザに
提供される方式を自動的に調整するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記ハプティックフィードバックが提供される前記方式を、所定の制約を超えないよう
に自動的に調整することをさらに含む、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　装置であって、
　ユーザに関連付けられた1つまたは複数のセンサーの読みを取得するための手段と、
　前記1つまたは複数のセンサーの読みに少なくとも部分的に基づいて、前記ユーザに関
連付けられた少なくとも1つの安定身体特性を決定するための手段であって、前記少なく
とも1つの安定身体特性が、前記ユーザの身体活動のレベルに対して変化しない少なくと
も1つの安定身体特性を備え、前記少なくとも1つの安定身体特性が、前記ユーザの視覚障
害を備える、手段と、
　前記少なくとも1つの安定身体特性に少なくとも基づいて、ハプティックフィードバッ
クが前記装置の前記ユーザに提供される方式を自動的に調整するための手段であって、
前記ハプティックフィードバックの強度、前記ハプティックフィードバックの頻度、前記
ハプティックフィードバックが前記装置の前記ユーザに提供される持続時間を調整するこ
と、および前記装置の前記ユーザに提供されるハプティックフィードバックのタイプを変
更することを行うための手段のうちの1つまたは複数を含み、前記ユーザが視覚障害をも
つ場合、前記ハプティックフィードバックが減少する、手段と
　を備える、装置。
【請求項７】
　前記少なくとも1つの安定身体特性が、年齢、性別、人種、および前記ユーザの指のサ
イズのうちの1つまたは複数をさらに備える、請求項6に記載の装置。
【請求項８】
　前記ユーザに関連付けられた複数の安定身体特性を決定すること、および、前記複数の
安定身体特性に基づいて、前記ハプティックフィードバックが前記装置の前記ユーザに提
供される方式を自動的に調整することをさらに含む、請求項6に記載の装置。
【請求項９】
　前記ハプティックフィードバックが提供される前記方式を、所定の制約を超えないよう
に自動的に調整することをさらに含む、請求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも1つの安定身体特性について、前記ハプティックフィードバックが複数
の装置のために提供される方式の手動調整に関連付けられたデータを検索することに少な
くとも基づいて、前記ハプティックフィードバックが提供される前記方式を自動的に調整
するための手段をさらに備える、請求項6に記載の装置。
【請求項１１】
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　前記装置はデバイスであり、
　前記取得するための手段は、ユーザに関連付けられた1つまたは複数のセンサーの読み
を検知するように構成されたセンサーであり、
　前記決定するための手段と前記調整するための手段は、
　　前記1つまたは複数のセンサーの読みに少なくとも部分的に基づいて、前記ユーザに
関連付けられた少なくとも1つの安定身体特性を決定するステップであって、前記少なく
とも1つの安定身体特性が、前記ユーザの身体活動のレベルに対して変化しない少なくと
も1つの身体特性を備えるステップと、
　　前記少なくとも1つの安定身体特性に少なくとも基づいて、前記ハプティックフィー
ドバックが前記デバイスの前記ユーザに提供される方式を自動的に調整するステップと
　　を実施するように構成された、メモリに接続されたプロセッサである、
　請求項6～10のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記デバイスがモバイルデバイスである、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　前記デバイスが車両に組み込まれる、請求項11に記載の装置。
【請求項１４】
　請求項1～5のいずれか一項に記載の方法を実施するための、デバイスのプロセッサによ
り実行可能な命令を含む、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示の態様は、ハプティックフィードバックに関する。より詳細には、本開示の態様
は、ユーザについて得られた身体特性に基づいて、ハプティックフィードバックを提供す
るためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　モバイルデバイス、たとえば、スマートフォンは、今日のユーザにとって不可欠なツー
ルになっている。ユーザは、限定はしないが、自分のモバイルデバイス上で通話を行うこ
と、インターネットにアクセスすること、ビデオゲームをすること、および様々なローカ
ルアプリケーションを実行することを含む様々な理由で、モバイルデバイスと対話する。
いくつかの実装形態では、ユーザインターフェースは、モバイルデバイスとの対話に応答
して、ハプティックフィードバックをユーザに提供することができる。ハプティックディ
スプレイなど、いくつかのハプティックフィードバックシステムは、力、振動、動きなど
を加えることによって、触覚を利用する。ハプティックフィードバックは、デバイスとの
ユーザの対話に関する情報をユーザに提供するために使用され得る。たとえば、モバイル
デバイス上に表示された仮想キーボード上のキーを押すユーザは、そのキーが押されたと
いうタクティルの確認をユーザに提供する、キーのタッチからのわずかな振動を受けるこ
とがある。別の例示的なシナリオでは、カーレーシングゲームを実行しているモバイルデ
バイスは、ハプティックフィードバックを使用して、地形および障害物に関する情報をユ
ーザに提供することができる。多数の適用例は、デバイスとのユーザの対話を豊かにする
ためにハプティックフィードバックを採用することができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　ユーザについて得られた身体特性に基づいて、ハプティックフィードバックを提供する
ためのシステムおよび方法のための、いくつかの実施形態について説明する。これは、タ
クティルフィードバックのための「フリーサイズ」の手法を提供するか、またはハプティ
ックフィードバックを手動で調整するために単一の設定を提供する、既存のハプティック
フィードバックシステムとは異なる。実際に、既存のハプティックフィードバックシステ
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ムは、ユーザの身体特性に基づいた柔軟な適応を可能にしない。たとえば、モバイルデバ
イスは、異なるタクティル感度をもつ異なる個人に同じハプティックフィードバックを提
供する。場合によっては、タクティル感度の違いは、年齢、性別、および/または他の身
体特性によるものであり得る。
【０００４】
　本発明の実施形態は、本明細書で説明するように、ユーザの身体特性に基づいて、ハプ
ティックフィードバックがユーザに提供される方式を調整する。身体特性は、ユーザの身
体活動のレベルに対して変化しない安定身体特性を含み得る。そのような安定身体特性の
例には、年齢、性別、視覚障害、および/または他の身体特性が含まれ得る。いくつかの
実施形態では、モバイルデバイスは、ハプティックフィードバックの強度を調整すること
、ハプティックフィードバックの頻度を調整すること、ハプティックフィードバックがデ
バイスのユーザに提供される持続時間を調整すること、およびデバイスのユーザに提供さ
れるハプティックフィードバックのタイプを変更することによって、ハプティックフィー
ドバックを調整することができる。
【０００５】
　デバイス上でハプティックフィードバックを提供するための1つの例示的な方法では、
方法は、デバイスにおいて、ユーザに関連付けられた少なくとも1つの安定身体特性を取
得するステップであって、少なくとも1つの安定身体特性が、ユーザの身体活動のレベル
に対して変化しないものであり得る少なくとも1つの身体特性を含み得るステップと、デ
バイスによって、少なくとも1つの安定身体特性に少なくとも基づいて、ハプティックフ
ィードバックがデバイスのユーザに提供される方式を自動的に調整するステップとを含み
得る。一実施形態では、デバイスは、モバイルデバイスであり得る。別の実施形態では、
デバイスは、キオスクまたは車両内にインストールされ得る。
【０００６】
　方法のいくつかの例示的な実装形態では、安定身体特性は、年齢、性別、指のサイズ、
人種、および視覚障害のうちの1つまたは複数を含み得る。さらに、いくつかの例示的な
実装形態では、ハプティックフィードバックが提供される方式を調整するステップは、ハ
プティックフィードバックの強度、ハプティックフィードバックの頻度、ハプティックフ
ィードバックがデバイスのユーザに提供される持続時間を調整するステップ、およびデバ
イスのユーザに提供されるハプティックフィードバックのタイプを変更するステップのう
ちの1つまたは複数を含み得る。方法の一態様では、ユーザに関連付けられた複数の安定
身体特性が取得され、複数の安定身体特性に基づいて、ハプティックフィードバックがデ
バイスのユーザに提供される方式において自動的に調整され得る。ハプティックフィード
バックが提供される方式を自動的に調整するステップは、所定の制約を超えないものであ
り得る。
【０００７】
　例示的な一実施形態では、方法は、少なくとも1つの安定身体特性について、ハプティ
ックフィードバックが複数のデバイスのために提供される方式の手動調整に関連付けられ
たデータを検索することに少なくとも基づいて、ハプティックフィードバックが提供され
る方式を自動的に調整するステップをさらに含み得る。
【０００８】
　ハプティックフィードバックを提供するための例示的なデバイスは、メモリに結合され
たプロセッサを含み得、プロセッサが、ユーザに関連付けられた少なくとも1つの安定身
体特性を取得することであって、少なくとも1つの安定身体特性が、ユーザの身体活動の
レベルに対して変化しない少なくとも1つの身体特性を備えること、および、少なくとも1
つの安定身体特性に基づいて、ハプティックフィードバックがデバイスのユーザに提供さ
れる方式を自動的に調整することを行うように構成される。一実施形態では、デバイスは
、モバイルデバイスであり得る。別の実施形態では、デバイスは、キオスクまたは車両内
にインストールされ得る。
【０００９】
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　デバイスのいくつかの例示的な実装形態では、安定身体特性は、年齢、性別、指のサイ
ズ、人種、および視覚障害のうちの1つまたは複数を含み得る。さらに、いくつかの例示
的な実装形態では、ハプティックフィードバックが提供される方式を調整することは、ハ
プティックフィードバックの強度、ハプティックフィードバックの頻度、ハプティックフ
ィードバックがデバイスのユーザに提供される持続時間を調整すること、およびデバイス
のユーザに提供されるハプティックフィードバックのタイプを変更することのうちの1つ
または複数を含み得る。デバイスの一態様では、ユーザに関連付けられた複数の安定身体
特性が取得され、複数の安定身体特性に基づいて、ハプティックフィードバックがデバイ
スのユーザに提供される方式において自動的に調整され得る。デバイスの一実装形態では
、ハプティックフィードバックが提供され得る方式を自動的に調整することは、所定の制
約を超えないものであり得る。
【００１０】
　例示的な一実施形態では、デバイスは、少なくとも1つの安定身体特性について、ハプ
ティックフィードバックが複数のデバイスのために提供され得る方式の手動調整に関連付
けられたデータを検索することに少なくとも基づいて、ハプティックフィードバックが提
供される方式を自動的に調整することをさらに含み得る。
【００１１】
　デバイス上でハプティックフィードバックを提供するための1つの例示的な非一時的コ
ンピュータ可読記憶媒体では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体が、プロセッサによっ
て実行可能な命令を備え、命令が、デバイスにおいて、ユーザに関連付けられた少なくと
も1つの安定身体特性を取得することであって、少なくとも1つの安定身体特性が、ユーザ
の身体活動のレベルに対して変化しないものであり得る少なくとも1つの身体特性を含み
得ること、および、デバイスによって、少なくとも1つの安定身体特性に少なくとも基づ
いて、ハプティックフィードバックがデバイスのユーザに提供される方式を自動的に調整
することを行うための命令を備える。一実施形態では、非一時的コンピュータ可読記憶媒
体を備えるデバイスは、モバイルデバイスであり得る。別の実施形態では、非一時的コン
ピュータ可読記憶媒体を備えるデバイスは、キオスクまたは車両内にインストールされ得
る。
【００１２】
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体のいくつかの例示的な実装形態では、安定身体特性
は、年齢、性別、指のサイズ、人種、および視覚障害のうちの1つまたは複数を含み得る
。さらに、いくつかの例示的な実装形態では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、ハ
プティックフィードバックが提供される方式を調整するための命令を含み得、ハプティッ
クフィードバックの強度、ハプティックフィードバックの頻度、ハプティックフィードバ
ックがデバイスのユーザに提供される持続時間を調整すること、およびデバイスのユーザ
に提供されるハプティックフィードバックのタイプを変更することのうちの1つまたは複
数を含み得る。一態様では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、ユーザに関連付けら
れた複数の安定身体特性を取得すること、および、複数の安定身体特性に基づいて、ハプ
ティックフィードバックがデバイスのユーザに提供される方式を自動的に調整することを
行うための命令を含み得る。ハプティックフィードバックが提供される方式を自動的に調
整することは、所定の制約を超えないものであり得る。
【００１３】
　例示的な一実施形態では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、少なくとも1つの安
定身体特性について、ハプティックフィードバックが複数のデバイスのために提供される
方式の手動調整に関連付けられたデータを検索することに少なくとも基づいて、ハプティ
ックフィードバックが提供される方式を自動的に調整するための命令をさらに含み得る。
【００１４】
　ハプティックフィードバックを提供するための1つの例示的な装置では、装置は、ユー
ザに関連付けられた少なくとも1つの安定身体特性を取得するための手段であって、少な
くとも1つの安定身体特性が、ユーザの身体活動のレベルに対して変化しないものであり
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得る少なくとも1つの身体特性を含み得る手段と、少なくとも1つの安定身体特性に少なく
とも基づいて、ハプティックフィードバックが装置のユーザに提供される方式を自動的に
調整するための手段とを含み得る。一実施形態では、装置は、モバイルデバイスであり得
る。別の実施形態では、装置は、キオスクまたは車両内にインストールされ得る。
【００１５】
　装置のいくつかの例示的な実装形態では、安定身体特性は、年齢、性別、指のサイズ、
人種、および視覚障害のうちの1つまたは複数を含み得る。さらに、いくつかの例示的な
実装形態では、ハプティックフィードバックが提供される方式を調整することは、ハプテ
ィックフィードバックの強度、ハプティックフィードバックの頻度、ハプティックフィー
ドバックが装置のユーザに提供される持続時間を調整すること、および装置のユーザに提
供されるハプティックフィードバックのタイプを変更することを行うための手段のうちの
1つまたは複数を含み得る。装置の一態様では、ユーザに関連付けられた複数の安定身体
特性が取得され、複数の安定身体特性に基づいて、ハプティックフィードバックが装置の
ユーザに提供される方式において自動的に調整される。ハプティックフィードバックが提
供される方式を自動的に調整することは、所定の制約を超えないものであり得る。
【００１６】
　例示的な一実施形態では、装置は、少なくとも1つの安定身体特性について、ハプティ
ックフィードバックが複数の装置のために提供される方式の手動調整に関連付けられたデ
ータを検索することに少なくとも基づいて、ハプティックフィードバックが提供される方
式を自動的に調整するための手段をさらに含み得る。
【００１７】
　以下で、追加の特徴および利点について説明する。開示する概念および具体例は、本開
示の同じ目的を実行するための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利
用され得る。そのような等価な構成は、添付の特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱
しない。本明細書で開示する概念の特性であると考えられる特徴は、それらの編成と動作
方法の両方に関して、添付の図とともに検討されると、関連した利点とともに以下の説明
からよりよく理解されよう。図の各々は、特許請求の範囲の限界を定めるものとしてでは
なく、例示および説明のみの目的で与えられる。
【００１８】
　本開示の態様が例として示される。以下の説明は図面を参照して提供され、全体を通し
て、同様の参照番号は同様の要素を指すために使用される。本明細書では1つまたは複数
の技法の様々な詳細について説明するが、他の技法も同様に可能である。場合によっては
、様々な技法の説明を容易にするために、周知の構造およびデバイスがブロック図の形式
で示されている。
【００１９】
　明細書の残りの部分および図面を参照することによって、本開示によって与えられる実
施例の性質および利点をさらに理解することができ、同様の参照番号が、同様の構成要素
を指すために、いくつかの図面全体で用いられる。場合によっては、複数の同様の構成要
素の1つを指すために、サブラベルが参照番号に関連付けられる。存在するサブラベルを
特定することなく、参照番号に言及する場合、参照番号はそのようなすべての同様の構成
要素を指す。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の1つまたは複数の実施形態を組み込むことができるモバイルデバイスの
簡略図である。
【図２Ａ】いくつかの実施形態による、モバイルデバイス上で振動ベースのハプティック
フィードバックを提供することを示す図である。
【図２Ｂ】いくつかの実施形態による、モバイルデバイス上で静電ベースのハプティック
フィードバックを提供することを示す図である。
【図２Ｃ】いくつかの実施形態による、モバイルデバイス上で静電ベースのハプティック
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フィードバックを提供することを示す図である。
【図２Ｄ】いくつかの実施形態による、モバイルデバイス上でサーマルベースのハプティ
ックフィードバックを提供することを示す図である。
【図３】本発明の一実施形態による、モバイルデバイス内で実装される例示的なモジュー
ルのためのブロック図である。
【図４】本開示の1つまたは複数の例示的な態様による、本発明の実施形態を実行するた
めの方法を示す流れ図である。
【図５】複数のモバイルデバイスとクラウドソーシングサーバとを有する、例示的な構成
を示す図である。
【図６】1つまたは複数の実施形態が実装され得るコンピューティングデバイスの一例を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　次に、本明細書の一部を形成する添付の図面に関連して、いくつかの例示的な実施形態
について説明する。本開示の1つまたは複数の態様が実装され得る特定の実施形態につい
て以下で説明するが、本開示の範囲または添付の特許請求の範囲の趣旨から逸脱すること
なく、他の実施形態が使用されることがあり、様々な修正が行われることがある。
【００２２】
　本明細書で説明するように、本発明の一実施形態では、「モバイルデバイス」は、ユー
ザによってトランスポートおよび操作され得る任意の電子デバイスを指すことがある。モ
バイルデバイスの例には、限定はしないが、モバイルフォン(たとえば、セルラーフォン)
、PDA、タブレットコンピュータ、ネットブック、ラップトップコンピュータ、パーソナ
ル音楽プレーヤ、ハンドヘルド専用読取り装置、ウェアラブルデバイスなどが含まれ得る
。加えて、モバイルデバイスは、リモートコントロールなど、ハンドヘルドデバイスを含
み得る。いくつかの実装形態では、これらのリモートコントロールデバイスは、ユーザに
ハプティックフィードバックを提供すること、および、テレビジョンなどのリモートデバ
イスと通信することが可能なタッチスクリーンを含み得る。モバイルデバイスは、図6に
おいて説明する1つまたは複数の構成要素を使用して実装され得る。本発明の実施形態に
ついて、モバイルデバイスに関して説明するが、キオスク、パーソナルコンピュータ、ワ
ークステーション、タッチスクリーンディスプレイ、テレビジョン、コンソール、および
ゲームシステムなど、他の固定のコンピューティングデバイスが、本発明の範囲から逸脱
することなく、モバイルデバイスの代わりに使用され得る。
【００２３】
　本明細書で説明するように、ハプティックフィードバックは、ユーザがコンピューティ
ングデバイスと対話することに応答して、コンピューティングデバイスによってユーザに
提供されるフィードバックを指すことがある。ハプティックディスプレイなど、いくつか
のハプティックフィードバックシステムは、力、振動、動きなどを加えることによって、
触覚を利用する。ハプティックフィードバックは、デバイスとのユーザの対話に関する情
報をユーザに提供するために使用され得る。たとえば、モバイルデバイス上に表示された
仮想キーボード上のキーを押すユーザは、そのキーが押されたというタクティルの確認を
ユーザに提供する、キーのタッチからのわずかな振動を受けることがある。別の例では、
カーレーシングゲームをプレイしているモバイルデバイスユーザのためのモバイルデバイ
スは、ハプティックフィードバックを使用して、地形および障害物に関する情報をユーザ
に提供することができる。たとえば、ハプティックフィードバックは、舗装道路よりも舗
装されていない道路上でより活発になり得る。
【００２４】
　本明細書で説明するように、安定身体特性は、ユーザの身体活動のレベルに対して変化
しない身体特性を指すことがある。たとえば、かなりの時間期間の間に安定し、ハプティ
ックフィードバックに対するユーザの感度に影響を与え得る、ユーザの年齢、性別、人種
、手のサイズ、指のサイズ、視覚および他の障害、ならびに任意の他の身体特性は、安定
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身体特性と呼ばれることがある。
【００２５】
　本発明の実施形態は、概して、ユーザの安定身体特性などのコンテキスト情報に基づい
て、モバイルデバイス上でハプティックフィードバックのための設定を自動的に調整する
ことについて説明する。大部分のハプティックディスプレイは、タクティルフィードバッ
クのための「フリーサイズ」の手法を提供するか、またはハプティックフィードバックを
手動で調整するために単一の設定を提供する。これは、柔軟な適応を可能にしない。現在
のモバイルデバイスは、異なるタクティル感度をもつ異なる個人に同じハプティックフィ
ードバックを提供する。たとえば、タクティル感度は、ユーザの年齢とともに変化するこ
とがある。現在のハプティック技術は、異なるユーザのためのタクティル感度におけるそ
のような違いを考慮せず、平均的なユーザとは異なるタクティル感度をもつユーザがデバ
イスを操作することが難しくなる。
【００２６】
　本発明の実施形態は、ハプティックフィードバックを提供するモバイルデバイスに関す
るユーザエクスペリエンスを改善するために、モバイルデバイスのユーザに関連付けられ
た1つまたは複数の安定身体特性を検出することができる。タッチに対する人の感度を妨
げ得る、様々な安定身体特性がある。これらの特性を決定し、次いで、それに応じてハプ
ティック効果の顕著性を調整することで、すべてのユーザにとって比較的均一なエクスペ
リエンスを提供することができる。本明細書で説明するように、説明する技法は、モバイ
ルデバイス100が、年齢、性別、人種、手のサイズ、指のサイズ、および視覚障害など、
ユーザに関連付けられた様々な安定身体特性を考慮すること、ならびにすべてのユーザに
とって均一なエクスペリエンスを提供することを可能にする。ユーザ間のそのような違い
を考慮に入れることで、本発明の実施形態が、推定される層を対象とする「フリーサイズ
」の解決策を提供するのではなく、モバイルデバイスを使用する個人の異なる層のために
ユーザエクスペリエンスを正規化することが可能になる。
【００２７】
　本発明の実施形態はまた、本発明の範囲から逸脱することなく、ディスプレイなしのハ
プティックフィードバック技術を使用するデバイス、および、複数のユーザ対話を可能に
するディスプレイ(たとえば、テーブルディスプレイ、キオスク)にも拡張され得る。本発
明の実施形態は、平均的なユーザとは異なるタクティル感度を有するユーザのための全体
的なハプティックフィードバックエクスペリエンスを改善することができる。本発明の実
施形態はまた、設定に対する手動の変更の必要を低減し、いくつかの態様では、ハプティ
ックフィードバックシステムのための設定のリアルタイムの自動修正を提供することもで
きる。
【００２８】
　本発明のいくつかの実施形態では、ベースライン振幅がタクティル感覚を生成するため
に使用され得る。1つまたは複数の安定身体特性に基づいて、このベースラインが増加ま
たは減少され得る。この変化は永続的であり得るか、またはタスクに基づいて動的に調整
され得る。安定身体特性は、限定はしないが、年齢、性別、指のサイズ、および/または
視覚障害を含み得る。いくつかの実装形態では、複数の要因による調整は、設定に対する
根本的な変更を回避するために、まとめてマージされてより低くスケーリングされるか、
または上限が課され得る。
【００２９】
　図1は、本発明の1つまたは複数の実施形態を組み込むことができるモバイルデバイス10
0の簡略図を示す。モバイルデバイス100は、ユーザに関連付けられた1つまたは複数の安
定身体特性を取得し得る。一態様では、安定身体特性は、ユーザの身体活動のレベルに対
して変化しない少なくとも1つの身体特性を含み得る。安定身体特性の例には、限定はし
ないが、年齢、性別、指のサイズ、および/または視覚障害のうちの1つまたは複数が含ま
れ得る。
【００３０】
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　図1に示すように、モバイルデバイス100は、(図6に示す入力デバイス620を介した)ユー
ザ入力102、ユーザ画像106情報、および/またはユーザの声108を含み得る、モバイルデバ
イスユーザに関する入力を受信することができる。場合によっては、モバイルデバイス10
0はまた、本発明の実施形態を実行するために、モバイルデバイス100上に以前に記憶され
たユーザデータ104を使用することもできる。場合によっては、デバイス上に記憶された
ユーザデータ104は、リモートサーバおよび/またはデバイスから検索され得る。
【００３１】
　モバイルデバイス100は、1つまたは複数のマイクロフォン622、カメラ624、仮想/物理
キーボード(図示せず)、または任意の他の好適な入力デバイスなど、様々な入力デバイス
から、ユーザに関する入力を受信することができる。一態様では、モバイルデバイス100
は、ユーザの安定身体特性に関するユーザからの直接的なユーザ入力102を受信すること
ができる。たとえば、視覚障害をもつユーザは、ユーザインターフェースを使用してモバ
イルデバイス100にその情報を提供することができる。
【００３２】
　別の態様では、モバイルデバイス100は、通信サブシステム650を使用して、ネットワー
クを介してユーザ情報を受信するか、または、モバイルデバイス100上で記憶デバイス615
もしくは作業メモリ640内に記憶された情報にアクセスすることができる。たとえば、ユ
ーザは、ソーシャルネットワーキングサイトのためのユーザ自身のプロファイルを、モバ
イルデバイス100上に記憶する、かつ/またはネットワークを介して検索することができる
。そのようなプロファイルは、モバイルデバイス100のためのハプティックフィードバッ
ク設定を自動的に調整するために、モバイルデバイス100によってアクセスかつ使用され
得る、年齢、性別、障害、および/またはユーザに関する他の安定身体特性などのユーザ
情報を含み得る。
【００３３】
　また別の態様では、モバイルデバイス100は、1つまたは複数のカメラ624を使用してユ
ーザの画像106、および/または1つまたは複数のマイクロフォン622を使用してユーザの声
108を取得することができる。一実施形態では、モバイルデバイス100の構成要素は、ユー
ザの画像106および/または声108を使用して、ユーザについての安定身体特性を決定する
ことができる。たとえば、モバイルデバイス100は、ユーザの声を使用して、ユーザの性
別を決定することが可能であり得る。いくつかの実施形態では、モバイルデバイス100は
、ユーザの安定身体特性を決定するために、他の要因とともに、画像データと声データと
を一緒に使用することができる。
【００３４】
　モバイルデバイス100は、上記で説明したように、ユーザ入力102、デバイス上に記憶さ
れた情報104、ユーザ画像106、ユーザの声108、および/または任意の他の好適な入力機構
のうちの1つまたは複数を使用して、モバイルデバイス100のユーザについての安定身体特
性を決定することができる。次いで、モバイルデバイス100は、ユーザについての1つまた
は複数の安定身体特性に少なくとも基づいて、ハプティックフィードバックがモバイルデ
バイス100のユーザに提供される方式を自動的に調整することができる。前に示したよう
に、安定身体特性は、年齢、性別、指のサイズ、および/または視覚障害を含み得る。
【００３５】
　たとえば、場合によっては、年齢が上がるにつれて、一部のユーザはハプティック感度
の低減を経験することがある。同様に、一部のユーザでは、ユーザの性別もまた、ユーザ
のハプティック感度に相関され得る。たとえば、一部の男性は、女性と比較して、タッチ
に対する感度の低減を経験することがある。モバイルデバイス100は、ユーザ入力102、ユ
ーザ画像106、ユーザの声108、またはユーザプロファイル情報を使用して、ユーザの年齢
および/または性別を決定することができる。ユーザの年齢および/または性別はまた、自
画像、または、髪および顔の特性などの様々なソフトバイオメトリクスを通しても決定さ
れ得る。一例では、ハプティックフィードバックは、スケーリングされた方式でユーザの
年齢に応答して変化し得る。たとえば、一実装形態では、ハプティックフィードバックは
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、50歳～70歳の範囲のユーザに対して2.5%、および70歳を超えるユーザに対して5%だけ増
大され得る。
【００３６】
　また、いくつかの実施形態では、より大きい指をもつユーザは、感度の低減を経験する
ことがある。指先圧力もまた、タクティル感度を低減することがある。たとえば、臨界し
きい値を超える指先の静圧、および、高圧とともに静電ディスプレイにわたって指をドラ
ッグすることもまた、ハプティックフィードバックに対する感覚を低減することがある。
したがって、本発明の実施形態は、所定のしきい値を超えて加えられた圧力に対して、ハ
プティックフィードバックを増大させることができる。いくつかの実施形態では、指先圧
力は、ディスプレイの背後に存在する内蔵圧力センサーによって、または、タッチスクリ
ーンディスプレイ上で接触された容量性タッチセンサーピクセルの数を介して指先圧力を
間接的に測定することによってのいずれかで、測定され得る。
【００３７】
　いくつかのシナリオでは、概して視覚障害をもつユーザは、視覚障害がないユーザに対
して、著しく良い感度を有することがある。本発明の実施形態は、視覚障害をもつユーザ
のためのハプティックフィードバックを減少させることができる。これによって、ハプテ
ィックフィードバックに対して平均を超える感度を有するユーザのためのより良いユーザ
エクスペリエンスを得ることができる。一実施形態では、ユーザは、ユーザの視覚障害に
関する情報をモバイルデバイス100に提供することができる。しかも、他の実施形態では
、モバイルデバイスは、ユーザのソーシャルプロファイルを使用して、ユーザに関する情
報を導出することができる。たとえば、ユーザのプロファイルは、ユーザの視覚障害に関
する情報を提供することがある。
【００３８】
　一実施形態では、モバイルデバイス100は、ハプティックフィードバックが所定の制約
を上回って増大するか、または下回って減少しないように、ハプティックフィードバック
を調整することができる。いくつかの実装形態では、フィードバックを調整することは、
ハプティックフィードバックの強度を調整すること、ハプティックフィードバックの頻度
を調整すること、ハプティックフィードバックがモバイルデバイス100のユーザに提供さ
れる持続時間を調整すること、モバイルデバイス100のユーザに提供されるハプティック
フィードバックのタイプを変更すること、および/またはそれらの任意の組合せのうちの1
つまたは複数を含み得る。本発明の実施形態について、モバイルデバイスに関して説明す
るが、キオスクおよび車両内で動作する他のコンピューティングデバイスが、本発明の実
施形態から逸脱することなく使用され得る。
【００３９】
　図2Aは、いくつかの実施形態による、モバイルデバイス100上で振動ベースのハプティ
ックフィードバックを提供することを示す。振動ベースのハプティックフィードバックは
また、振動触覚フィードバックと呼ばれることもある。振動ベースのハプティックフィー
ドバックは、標準振動ベースのハプティックフィードバック230と、強度増大振動ベース
のハプティックフィードバック260とを含み得る。強度増大振動ベースのハプティックフ
ィードバック260は、ユーザが感知し、感じ、またはさもなければ気付くことがより容易
であり得る、モバイルデバイス100のより顕著な振動を生じることができる。上記で説明
したように、振動ベースのハプティックフィードバックは、モバイルデバイス100上で提
供され得る多数のタイプのハプティックフィードバックのうちの1つである。振動ベース
のハプティックフィードバックの強度は、ユーザについての安定身体特性に基づいて調整
され得る。
【００４０】
　図2Aでは、標準振動ベースのハプティックフィードバック230は、様々な安定身体特性
のための取得された値が平均であるか、または平均に近く、ハプティックフィードバック
設定が自動的に調整される必要がないと、安定身体特性(SPC)検出モジュール308が決定す
るときに、提供されるフィードバックを例示する。対照的に、いくつかの実施形態では、
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強度増大振動ベースのハプティックフィードバック260は、取得された安定身体特性がユ
ーザのためのハプティックフィードバックに対する低下した感度を表すと、SPC検出モジ
ュール308が決定するときに、提供されるフィードバックを例示する。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、振動ベースのハプティックフィードバックは、ユーザとの対
話に応答して提供され得る。たとえば、モバイルデバイス100は、ユーザがモバイルデバ
イス100上で表示される仮想キーボード上のキーにタッチすることに応答して、ハプティ
ックフィードバックをユーザに提供することができる。別の実施形態では、振動ベースの
ハプティックフィードバックは、モバイルデバイス100によって生成されるイベント通知2
20に応答して提供され得る。たとえば、イベント通知220は、モバイルデバイス100上の着
信呼についての通知であり得る。たとえば、着信呼を受信すると、モバイルデバイス100
は、たとえば、そのようなことをユーザに通知するために、振動モーター634を使用する
ことによって、振動ベースのハプティックフィードバックを提供することができる。一実
装形態では、振動の強度は、取得された安定身体特性に基づき得る。
【００４２】
　次いで、ユーザは、着信呼を受けることを決めて、自分の指210を「受ける」ボタン221
上に動かすことができ、「受ける」ボタン221に対して、モバイルデバイス100は、ユーザ
の応答を確認するハプティックフィードバックを提供することができる。たとえば、ユー
ザが、イベント通知220ウィンドウ内の「受ける」ボタン221上に自分の指210を動かすと
、モバイルデバイス100は、振動ベースのハプティックフィードバックを提供して、ユー
ザがイベント通知220と正しく対話したことをユーザに示すことができる。上記で説明し
た、着信呼のために振動ベースのハプティックフィードバックを提供することと同様に、
モバイルデバイス100は、ユーザの検出された安定身体特性が、ユーザがハプティックフ
ィードバックに対するより低い感度を有することを示すか否かに応じて、標準振動ベース
のハプティックフィードバック230または強度増大振動ベースのハプティックフィードバ
ック260のいずれかを提供することができる。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、2つ以上のボタン221が存在する場合、モバイルデバイス100
は、各ボタン対話ごとにハプティックフィードバックのための異なるタイプまたは強度を
提供することができる。たとえば、「Yes」および「No」選択を表す2つのボタン221がユ
ーザに提示される場合、モバイルデバイス100は、「Yes」選択のために振動ベースのハプ
ティックフィードバックの2つの高速インスタンスと、「No」選択のために振動ベースの
ハプティックフィードバックの1つの高速インスタンスとを提供することができる。代替
的に、モバイルデバイス100は、「Yes」選択のために強度増大振動ベースのハプティック
フィードバック260と、「No」選択のために標準振動ベースのハプティックフィードバッ
ク230とを提供することができる。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、モバイルデバイス100は、振動ベースのハプティックフィー
ドバックと同時に音声フィードバックを提供することができる。たとえば、モバイルデバ
イス100は、イベント通知220のための振動ベースのハプティックフィードバックと同時に
、「ジョンからの着信呼」と話す音声フレーズを、スピーカー632を介して再生すること
ができる。同様に、モバイルデバイス100は、ユーザがイベント通知220と正しく対話した
ことをユーザに示すために、振動ベースのハプティックフィードバックと同時に、「呼を
受けました」と話す音声フレーズを、スピーカー632を介して再生することができる。い
くつかの実施形態では、2つ以上のタイプのハプティックフィードバックが、モバイルデ
バイス100によって同時に提供され得る。たとえば、振動ベースのハプティックフィード
バック230は、静電ベースのハプティックフィードバックおよび/またはサーマルベースの
ハプティックフィードバックと同時に提供され得る。
【００４５】
　図2Bおよび図2Cは、いくつかの実施形態による、モバイルデバイス100上で静電ベース
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のハプティックフィードバックを提供することを示す。静電ベースのハプティックフィー
ドバックは、(図2Bに示すような)標準静電ベースのハプティックフィードバック240と、(
図2Cに示すような)強度増大静電ベースのハプティックフィードバック270とを含む。強度
増大静電ベースのハプティックフィードバック270は、ユーザが感知し、感じ、またはさ
もなければ気付くことがより容易であり得る、モバイルデバイス100のより顕著な静電フ
ィードバックを生じ得る。上記で説明したように、静電ベースのハプティックフィードバ
ックは、モバイルデバイス100上で提供され得る多数のタイプのハプティックフィードバ
ックのうちの1つである。静電ベースのハプティックフィードバックの強度は、モバイル
デバイスによって、ユーザによるハプティックフィードバックに対する低下した感度を示
す、ユーザに関連付けられた1つまたは複数の安定身体特性を決定することに基づいて、
変更され得る。
【００４６】
　静電ベースのハプティックフィードバックは、テクスチャ表面をシミュレートする、様
々なレベルの摩擦の感じをユーザに与えるために、ディスプレイ660上のガラスのペイン
を超えて実現され得る変化する静電界を使用して提供される任意のタイプのハプティック
フィードバックを含むことが諒解されよう。これは、モバイルデバイス100またはディス
プレイ画面が個々のフィードバックエリア内でフィードバックを提供するのではなく、振
動し得る、振動ベースのハプティックフィードバックとは対照的である。静電ユニット63
6は、静電界を生成することができる。別の違いが出る特徴は、いくつかの実装形態では
、静電ベースのハプティックフィードバックが、テクスチャを感じるためにディスプレイ
にわたる指の動的シヤー(dynamic shear)または接線方向の動きを必要とし得るのに対し
て、振動ベースのハプティックフィードバックは、単に静的タッチ(すなわち、ディスプ
レイに対する通常の動き)を必要とし得ることであり得る。
【００４７】
　静電ベースのハプティックフィードバックは、ユーザによって行われる対話に対する応
答として提供され得る。一例では、着信呼を受けるプロセスでは、モバイルデバイス100
は、図2Aにおいて説明したように、ユーザにそのようなことを通知するために、振動ベー
スのハプティックフィードバックを提供することができる。任意の他のタイプのハプティ
ックまたは非ハプティックフィードバックが、ユーザにイベント通知220を通知するため
に、ユーザに提供され得ることが諒解されよう。次いで、ユーザは、着信呼を受けること
を決めて、自分の指210を「受ける」ボタン222上に動かすことができ、「受ける」ボタン
222に対して、モバイルデバイス100は、ユーザの応答を確認するハプティックフィードバ
ックを提供することができる。たとえば、ユーザが、イベント通知220ウィンドウ内の「
受ける」ボタン222上に自分の指210を動かすと、モバイルデバイス100は、静電ベースの
ハプティックフィードバックを提供して、ユーザがイベント通知220と正しく対話したこ
とをユーザに示すことができる。一実施形態では、静電ベースのハプティックフィードバ
ックの強度は、SPC検出モジュール308を使用した、1つまたは複数の安定身体特性の検出
に基づき得る。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、2つ以上のボタンが存在する場合、モバイルデバイス100は、
各ボタン対話ごとにハプティックフィードバックの異なるタイプまたは強度を提供するこ
とができる。たとえば、図2Bおよび図2Cに示すように、「受ける」222および「拒否する
」223ボタン選択を表す2つのボタンがユーザに提示され得、その場合、モバイルデバイス
100は、ユーザによる「受ける」スワイプのために静電ベースのハプティックフィードバ
ックの1つのインスタンスと、ユーザによる「拒否する」スワイプ選択のために静電ベー
スのハプティックフィードバックの別のインスタンスとを提供することができる。代替的
に、モバイルデバイス100は、図2Bに示すように、「受ける」スワイプ選択のために標準
静電ベースのハプティックフィードバック240と、図2Cに示すように、「拒否する」スワ
イプ選択のために増大静電ベースのハプティックフィードバック270とを提供することが
できる。
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【００４９】
　同様に、図2Dは、いくつかの実施形態による、モバイルデバイス100上でサーマルベー
スのハプティックフィードバックを提供することを示す。サーマルベースのハプティック
フィードバックは、サーマルジェネレータ638を使用して提供され得る。サーマルベース
のハプティックフィードバックは、標準サーマルベースのハプティックフィードバック25
0と、強度増大サーマルベースのハプティックフィードバック280とを含み得る。強度増大
サーマルベースのハプティックフィードバック280は、ユーザが感知し、感じ、またはさ
もなければ気付くことがより容易であり得る、モバイルデバイス100のより顕著なサーマ
ルフィードバックを生じ得る。上記で説明したように、サーマルベースのハプティックフ
ィードバックは、モバイルデバイス100上で提供され得る多数のタイプのハプティックフ
ィードバックのうちの1つである。一実施形態では、標準サーマルベースのハプティック
フィードバック250、または強度増大サーマルベースのハプティックフィードバック280が
、SPC検出モジュール308によって決定された安定身体特性に基づいて、ユーザに提供され
得る。たとえば、標準サーマルベースのハプティックフィードバック250は、平均または
平均に近い安定身体特性をもつユーザに提供され得るのに対して、強度増大サーマルベー
スのハプティックフィードバック280は、ハプティックフィードバックに対するより低い
感度に関連付けられた安定身体特性をもつユーザに提供され得る。
【００５０】
　図3は、本発明の一実施形態による、モバイルデバイス内で実装される例示的なモジュ
ールのためのブロック図を示す。モバイルデバイス100は、図6で説明する1つまたは複数
の構成要素を使用して実装されたコンピューティングデバイスであり得る。図3で説明す
るモジュールは、ソフトウェア、ファームウェア、ハードウェアまたはそれらの任意の他
の組合せを使用して実装され得る。一実施形態では、図3で説明するモジュールは、任意
の磁気、電子、光学、または他のコンピュータ可読記憶媒体であり得るコンピュータ可読
媒体300上にソフトウェアモジュールとして記憶され得る。一実装形態では、コンピュー
タ可読記憶媒体300は、SPC検出モジュール308と、アクション検出モジュール304と、ハプ
ティックフィードバック調整モジュール310と、ハプティックフィードバックモジュール3
06と、随意にクラウドソーシングモジュール302とを含み得る。
【００５１】
　SPC検出モジュール308は、ユーザに関する入力を受信し、ユーザに関連付けられた1つ
または複数の安定身体特性を決定するように構成され得る。一態様では、安定身体特性は
、ユーザの身体活動のレベルに対して変化しない少なくとも1つの身体特性を含み得る。
安定身体特性の例には、限定はしないが、年齢、性別、指のサイズ、および/または視覚
障害のうちの1つまたは複数が含まれ得る。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、モバイルデバイス100のSPC検出モジュール308は、マイクロ
フォン622、カメラ624、および任意の他の好適な入力デバイスなど、様々な入力デバイス
から、ユーザに関する入力を受信し、分析することによって、安定身体特性を決定するこ
とができる。たとえば、モバイルデバイス100は、カメラ624からのユーザ画像106と、マ
イクロフォン622からのユーザの声108とを、ユーザの年齢および性別を決定する際に使用
することができる。
【００５３】
　別の態様では、モバイルデバイス100のSPC検出モジュール308は、通信サブシステム650
を使用して、ネットワークを介してユーザ情報を受信するか、または、モバイルデバイス
100上で記憶デバイス615もしくは作業メモリ640内に記憶された情報にアクセスすること
ができる。たとえば、ユーザは、ソーシャルネットワーキングサイトのための自分のプロ
ファイルを、モバイルデバイス100上に記憶する、かつ/または、ネットワークを介して検
索することができる。そのようなプロファイルは、年齢、性別、障害、および/またはユ
ーザに関する他の安定身体特性などのユーザ情報を含み得る。モバイルデバイスのSPC検
出モジュール308は、ユーザプロファイルからの情報を、ユーザに関連付けられた安定身
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体特性を決定する際に使用することができる。
【００５４】
　ハプティックフィードバック調整モジュール310は、SPC検出モジュール308によって決
定された1つまたは複数の安定身体特性を受信し、モバイルデバイス100のためのハプティ
ックフィードバックを調整する。一実施形態では、モバイルデバイス100は、ハプティッ
クフィードバックがハプティックフィードバックのための所定の制限を上回って増大する
か、または下回って減少しないように、ハプティックフィードバックを調整することがで
きる。一実施形態では、調整のレベルは、モバイルデバイス100上に記憶された事前記憶
された相関に基づき得る。別の実施形態では、調整のレベルは、クラウドソーシングモジ
ュール302および図5に関してさらに説明するように、クラウドソーシングサーバによって
受信された相関に基づき得る。また別の実施形態では、ハプティックフィードバック調整
モジュール310は、ハプティックフィードバックのレベルを手動で更新するためにユーザ
にインターフェースを提供することができる。
【００５５】
　いくつかの実装形態では、ハプティックフィードバックを調整するために、ハプティッ
クフィードバック調整モジュール310は、ハプティックフィードバックの強度を調整する
こと、ハプティックフィードバックの頻度を調整すること、ハプティックフィードバック
がデバイスのユーザに提供される持続時間を調整すること、および/またはデバイスのユ
ーザに提供されるハプティックフィードバックのタイプを変更することを行うことができ
る。異なるタイプのハプティックフィードバックは、振動ハプティックフィードバック(
図2A)、静電ベースのハプティックフィードバック(図2Bおよび図2C)、ならびに/またはサ
ーマルベースのハプティックフィードバック(図2D)のうちの1つまたは複数を含み得る。
【００５６】
　アクション検出モジュール304は、モバイルデバイス100のユーザにハプティックフィー
ドバックを提供するための条件を検出することができる。たとえば、アクション検出モジ
ュール304は、着信呼を検出し、ハプティックフィードバックモジュール306が着信呼に応
答するためにユーザにハプティックフィードバックを提供することができるように、ハプ
ティックフィードバックモジュール306に通知することができる。代替として、アクショ
ン検出モジュール304はまた、モバイルデバイス100がモバイルデバイス100とのユーザ対
話にハプティックフィードバックを提供することを可能にする条件を検出することもでき
る。たとえば、ユーザが、モバイルデバイス画面上に表示された仮想キーボード上のキー
をタッチする場合、アクション検出モジュール304は、ハプティックフィードバックを提
供するためのイベントとして、ユーザのアクションを決定することができる。アクション
検出モジュール304からのイベントを決定することに応答して、モバイルデバイス100は、
ハプティックフィードバックを提供するためのモバイルデバイス100の、振動モーター634
、静電ユニット636、またはサーマルジェネレータ638などのハードウェア構成要素を採用
することができる。ハプティックフィードバックの強度、タイプ、および/または頻度は
、ハプティックフィードバック調整モジュール310によって行われる調整に基づき得る。
【００５７】
　クラウドソーシングモジュール302もまた、本発明のいくつかの実施形態において随意
に実装され得る。いくつかの実装形態では、クラウドソーシングモジュール302は、特定
の安定身体特性プロファイルをもつユーザのための所望のハプティック応答を決定するよ
うに構成され得る。たとえば、クラウドソーシングモジュール302は、65歳であるモバイ
ルデバイスのユーザが、平均的なユーザよりも5%大きいハプティックフィードバックのた
めの強度を有することを好むと決定することができる。各モバイルデバイス上で実行する
クラウドソーシングモジュール302は、安定身体特性とハプティックフィードバック設定
との間のそのような相関を作成することができる。クラウドソーシングモジュール302は
、そのような相関に関する情報を、さらなる処理のためにクラウドソーシングサーバ502
に個別にまたはまとめてのいずれかで送るようにさらに構成され得る。クラウドソーシン
グサーバ502は、多様な安定身体特性をもつユーザのための最適な設定を調整する際に、
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複数のモバイルデバイスから受信された情報を使用することができる。一実装形態では、
クラウドソーシングサーバ502は、特定の安定身体特性をもつユーザのための改善された
ハプティックフィードバック応答のために、他のモバイルデバイスに更新された設定を送
信することが可能であり得る。
【００５８】
　図4は、本開示の1つまたは複数の例示的な態様による、本発明の実施形態を実行するた
めの方法を示す流れ図である。1つまたは複数の態様によれば、図4に示す流れ図400で説
明する方法および/または方法ステップのいずれかおよび/またはすべてが、たとえば、図
6でより詳細に説明するモバイルデバイスなど、モバイルデバイスによって実装され得る
。一実施形態では、図4に関して以下で説明する方法ステップのうちの1つまたは複数は、
プロセッサ610または別のプロセッサなど、モバイルデバイスのプロセッサによって実装
される。図3において説明するモジュールおよび構成要素は、モバイルデバイスの構成要
素として実装されてもよく、図6において説明するように本発明の実施形態を実行する際
に使用されてよい。追加または代替として、本明細書で説明する方法および/または方法
ステップのいずれかおよび/またはすべては、メモリ640、ストレージ615または別のコン
ピュータ可読媒体などのコンピュータ可読媒体上に記憶されたコンピュータ可読命令など
の、コンピュータ可読命令で実装され得る。
【００５９】
　ステップ402で、SPC検出モジュール308など、モバイルデバイス100の構成要素は、モバ
イルデバイスのユーザに関連付けられた少なくとも1つの安定身体特性を取得することが
できる。いくつかの実施形態では、少なくとも1つの安定身体特性は、年齢、性別、指の
サイズ、指の温度、および/または視覚障害などの身体特性を含み得る。たとえば、一般
に、年齢が上がるとともに、ユーザはハプティックフィードバックに対する感度の低減を
経験することがある。同様に、男性は、女性と比較して、タッチに対する感度が低減して
いることがある。さらに、より大きい指をもつユーザもまた、感度の低減を経験すること
がある。一方で、視覚障害をもつユーザは、ハプティック感度が高められていることがあ
る。
【００６０】
　一実施形態では、SPC検出モジュール308は、1つまたは複数の入力デバイス620を使用し
て情報を受信し、1つまたは複数のプロセッサ610を使用して、その情報を分析して、受信
されたユーザ情報から1つまたは複数の安定身体特性を決定することができる。たとえば
、SPC検出モジュール308は、カメラ624を使用して、ユーザ画像106を受信することができ
る。SPC検出モジュール308は、顔の特徴、肌の色合い、および/または髪の色など、画像
の態様を処理して、人口統計学的情報を使用して、ユーザの年齢および性別を決定するこ
とができる。
【００６１】
　ステップ404で、ハプティックフィードバック調整モジュール310など、モバイルデバイ
ス100の構成要素は、少なくとも1つの身体特性に基づいて、ハプティックフィードバック
がモバイルデバイス100のユーザに提供される方式を自動的に調整することができる。ハ
プティックフィードバックを調整することは、1つまたは複数のコンテキスト要因、また
はそれらの任意の組合せを検出することに応答して、ハプティックフィードバックの強度
、持続時間、頻度を調整すること、タイプを変更することを含み得る。ハプティックフィ
ードバックのタイプの例には、振動ベースのハプティックフィードバック、静電ベースの
ハプティックフィードバック、およびサーマルベースのハプティックフィードバックが含
まれ得る。1つの実装形態では、様々なハプティックフィードバック技法の任意の組合せ
が、ユーザの身体特性に基づいて調整され得る。
【００６２】
　一実施形態では、モバイルデバイス100は、各安定身体特性と、それぞれのハプティッ
クフィードバック機構に対する調整との間の相関テーブルを維持することによって、ハプ
ティックフィードバックがユーザに提供される方式を自動的に調整することができる。た
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とえば、いくつかのシナリオでは、モバイルデバイス100が、デバイスを使用しているユ
ーザが65歳であることを検出する場合、テーブルから選択されるハプティックフィードバ
ックは、ユーザが23歳であることをモバイルデバイス100が検出する場合よりも強くなり
得る。一実施形態では、安定身体特性を、ハプティックフィードバックに対する調整の方
式およびレベルと相関させるテーブルは、記憶デバイス615内に記憶され、作業メモリ640
内にも一時的に記憶され得る。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、複数の安定身体特性が、ハプティックフィードバックが提供
される方式において必要とされた調整を決定するためにまとめて使用され得る。たとえば
、ユーザが、指のサイズが比較的大きい男性の高齢者である場合、ハプティックフィード
バックの強度は、任意の1つの身体特性の単独での検出よりも増大され得る。しかしなが
ら、ハプティックフィードバックの強度はまた、あらかじめ決定されたしきい値を超える
ことによっても制限され得るので、複数の身体特性の多重度の影響のために、あらかじめ
決定された制約レベルを根本的に増大させないようになる。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、身体特性に対する調整応答は、クラウドソーシングからのデ
ータを少なくとも部分的に使用して決定され得る。たとえば、デバイスは、ユーザのデバ
イスのためのハプティックフィードバックに対する適切な調整を自動的に決定するために
、特定の身体特性について、ハプティックフィードバックが複数の他のデバイスのために
提供される方式の手動調整に関するデータを検索することができる。
【００６５】
　図4に示す具体的なステップは、本発明の一実施形態による、動作モード間で切り替え
る特定の方法を提供することを諒解されたい。したがって、代替実施形態ではステップの
他のシーケンスが実行されてもよい。たとえば、本発明の代替実施形態は、異なる順序で
、上記で概説したステップを実行することができる。説明のために、ユーザは、第3の動
作モードから第1の動作モードに、第4のモードから第2のモードに、またはそれらの間の
任意の組合せで変化させることを選択することができる。その上、図4に示す個々のステ
ップは、個々のステップに対して様々なシーケンスで適宜実行され得る、複数のサブステ
ップを含み得る。さらに、追加のステップが、特定の適用例に応じて追加または削除され
得る。当業者であれば、プロセスの多くの変形形態、修正形態、および代替形態を認識し
、諒解するであろう。
【００６６】
　図5は、複数のモバイルデバイス(511、512、513、514および515)とクラウドソーシング
サーバ502とを有する、構成500を示す。一実施形態では、クラウドソーシングサーバ502
の構成要素は、図6に関して説明する構成要素を使用して実装され得る。図5では、本発明
の実施形態は、1つまたは複数のモバイルデバイスに関連付けられたデータをアグリゲー
トするために、クラウドソーシングなどの技法を使用することができる。一実装形態では
、複数のモバイルデバイスは、安定身体特性とモバイルデバイス上のハプティックフィー
ドバック調整との間の相関に関連付けられたデータを収集し、そのデータをクラウドソー
シングサーバ502に通信することができる。クラウドソーシングサーバ502は、複数のモバ
イルデバイスから受信されたデータを受信し、アグリゲートすることができる。アグリゲ
ートされたデータは、安定身体特性と、安定身体特性に関連付けられたハプティックフィ
ードバックとの間の、よりロバストな相関を含み得る。
【００６７】
　図5は、安定身体特性といくつかのモバイルデバイスのためのハプティックフィードバ
ックとの間の相関データをアグリゲートすることを示す。たとえば、図5は、クラウドソ
ーシングサーバ502において、モバイルデバイス512～515からのデータをアグリゲートす
ることを示す。一実施形態では、改善された相関が、クラウドソーシングサーバ502によ
って、モバイルデバイス511内のハプティックフィードバック調整モジュール310における
相関テーブルを更新する際に使用され得る。更新は、クラウドソーシングサーバ502によ
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って、モバイルデバイス511へワイヤレスに、またはワイヤード接続を通して送られ得る
。安定身体特性とハプティックフィードバックがユーザに提供されるそれぞれの方式との
間の相関データの信頼性は、クラウドソーシングサーバ502によってアグリゲートされる
データポイントの数が増すにつれて、増大し得る。
【００６８】
　図6は、本発明の実施形態を実施する際に採用されるデバイスの部品を組み込んだ例示
的なコンピューティングデバイスを示す。図6に示すコンピューティングデバイスは、本
明細書では、任意のコンピュータ化されたシステムの一部として組み込まれてもよい。た
とえば、コンピューティングデバイス600は、モバイルデバイスおよび/またはクラウドソ
ーシングサーバの構成要素のいくつかを表し得る。コンピューティングデバイス600の例
には、限定はしないが、ビデオゲームコンソール、タブレット、スマートフォン、ラップ
トップ、ネットブック、または他のポータブルデバイスが含まれる。図6は、本明細書で
説明する様々な他の実施形態によって提供される方法を実行することができ、かつ/また
は、ホストコンピューティングデバイス、リモートキオスク/端末、販売時点デバイス、
モバイル多機能デバイス、セットトップボックスおよび/もしくはコンピューティングデ
バイスとして機能することができる、コンピューティングデバイス600の一実施形態の概
略図を提供する。図6は、種々の構成要素の一般化された図を提供することのみを意図し
ており、必要に応じて、そのいずれか、またはすべてが利用される場合がある。したがっ
て、図6は、個々のシステム要素をいかにして、比較的別々に実現できるか、または比較
的統合されるように実現できるかを広く示している。
【００６９】
　バス605を介して電気的に結合され得る(または適宜別様に通信し得る)ハードウェア要
素を備える、コンピューティングデバイス600が示されている。ハードウェア要素は、1つ
もしくは複数の汎用プロセッサおよび/または1つもしくは複数の専用プロセッサ(デジタ
ル信号処理チップ、グラフィックスアクセラレーションプロセッサなど)を限定なしに含
む、1つまたは複数のプロセッサ610と、1つまたは複数のマイクロフォン622、カメラ624
、マウス、キーボードなどを限定なしに含み得る1つまたは複数の入力デバイス620と、1
つまたは複数のスピーカー632、静電ユニット636、振動モーター634、およびサーマルジ
ェネレータ638を限定なしに含み得る1つまたは複数の出力デバイス630とを含み得る。加
えて、コンピューティングデバイス600は、通信サブシステム650と、入力機能および/も
しくは出力機能の両方を実行することができる1つもしくは複数のディスプレイと、1つも
しくは複数のセンサー670とを含み得る。1つまたは複数のプロセッサは、オペレーティン
グシステム642および1つまたは複数のアプリケーション644の部分を記憶することができ
る、作業メモリ640に結合され得る。
【００７０】
　コンピューティングデバイス600は、1つまたは複数の非一時的記憶デバイス615をさら
に含む(かつ/またはそれと通信する)ことができ、非一時的記憶デバイス615は、限定はし
ないが、ローカルストレージおよび/もしくはネットワークアクセス可能なストレージを
備えることができ、ならびに/または、限定はしないが、プログラム可能、フラッシュ更
新可能などであり得る、ディスクドライブ、ドライブアレイ、光記憶デバイス、ランダム
アクセスメモリ(「RAM」)および/もしくは読取り専用メモリ(「ROM」)などのソリッドフ
ォーム記憶デバイスを含むことができる。そのような記憶デバイスは、限定はしないが、
様々なファイルシステム、データベース構造などを含む、任意の適切なデータストレージ
を実装するように構成され得る。
【００７１】
　入力デバイス620は、コンピューティングデバイス600のユーザまたは周囲からの入力を
受け入れる、任意のデバイスを含み得る。例には、キーボード、キーパッド、マウス、タ
ッチ入力、マイクロフォン622、カメラ624、および/またはディスプレイデバイス660が含
まれ得る。マイクロフォン622は、サウンド入力を電気信号に変換する任意のデバイスで
あり得る。マイクロフォン622は、コンピューティングデバイス600に近接したユーザの声
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または任意の他のサウンドをキャプチャすることができる。コンピューティングデバイス
600は、ユーザの画像またはコンピューティングデバイス600の周囲の画像を含み得る、画
像情報を取得するための1つまたは複数のカメラ624を有し得る。一実装形態では、コンピ
ューティングデバイス600は、前向きカメラと後向きカメラとを含み得る。
【００７２】
　出力デバイス630は、コンピューティングデバイス600のユーザに情報を提供することが
できる無数のデバイスを含み得る。たとえば、出力デバイスは、1つまたは複数のスピー
カー632、振動モーター634、静電ユニット636、サーマルジェネレータ638、および/また
はディスプレイデバイス660を含み得る。スピーカー632は、ユーザにサウンドを出力する
任意のデバイスであり得る。例には、内蔵スピーカー、または電気音声信号に応答してサ
ウンドを発生させる任意の他のデバイスが含まれ得る。
【００７３】
　振動モーター634は、偏心ウエイトに接続された小型の電気モーターであり得る。振動
モーター634は、通信デバイス100に関係付けられたイベントにおいて振動するように構成
され得る。一実装形態では、振動モーター634は、振動を生じることができるアクチュエ
ータ(たとえば、電気活性ポリマー、ピエゾアクチュエータ)を含み得る。振動モーターの
例には、限定はしないが、偏心回転質量(ERM)、線形共振アクチュエータ(LRA)、および多
機能アクチュエータ(MFA)が含まれ得る。振動モーター634によって生成される振動は、ユ
ーザがその振動を感じ、感知し、またはさもなければ気付くことができるように、コンピ
ューティングデバイス600を振動させることができる。振動モーター634は、スピーカー63
2によって生成された音声アラートと同時の振動を生成することができることが諒解され
よう。
【００７４】
　静電ユニット636は、ディスプレイ660を通して電荷を生成するように構成され得る。よ
り具体的には、静電ユニット636は、コンピューティングデバイス600のユーザに、ディス
プレイ660と対話する(たとえば、タッチする)ときに摩擦の様々なレベルの感じを与える
、ディスプレイ660の表面を通してプッシュされ得る、変動する静電界を生成することが
できる。
【００７５】
　サーマルジェネレータ638は、コンピューティングデバイス600を通して熱を発生させる
ように構成され得る。より具体的には、サーマルジェネレータ638は、ディスプレイ660ま
たは本体の任意の他の部分を含む、コンピューティングデバイス600の様々な表面を通し
て、熱を発生させることができる。コンピューティングデバイス600のユーザは、サーマ
ルジェネレータ638によって発生させられた熱を感じるか、またはさもなければそれに気
付くことができる。
【００７６】
　ディスプレイ660は、ユーザに対して情報を表示する任意のデバイスであり得る。例に
は、LCD画面、CRTモニタ、または7セグメントディスプレイが含まれ得る。いくつかの実
施形態では、ディスプレイ660は、ハプティックフィードバックを提供することが可能な
タッチスクリーンディスプレイであり得る。
【００７７】
　通信サブシステム650は、データを受信し送信するための送受信機、または、ワイヤー
ド媒体および/もしくはワイヤレス媒体を含み得る。通信サブシステム650はまた、限定は
しないが、モデム、ネットワークカード(ワイヤレスもしくはワイヤード)、赤外線通信デ
バイス、ワイヤレス通信デバイス、および/またはチップセット(Bluetooth(登録商標)デ
バイス、802.11デバイス、WiFiデバイス、WiMaxデバイス、セルラー通信設備など)などを
含み得る。通信サブシステム650は、ネットワーク(一例を挙げると、以下で説明するネッ
トワークなど)、他のコンピューティングデバイス、および/または本明細書で説明する任
意の他のデバイスとデータを交換することを可能にしてもよい。
【００７８】
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　多くの実施形態では、コンピューティングデバイス600は、上記で説明したように、RAM
またはROMデバイスを含み得る非一時的作業メモリ640をさらに備えることになる。コンピ
ューティングデバイス600は、オペレーティングシステム642、デバイスドライバ、実行可
能ライブラリ、および/または、1つもしくは複数のアプリケーションプログラム644など
の他のコードを含む、作業メモリ640内に現在配置されているように図示されている、ソ
フトウェア要素を備えることができ、1つまたは複数のアプリケーションプログラム644は
、本明細書で説明するように、様々な実施形態によって提供されるコンピュータプログラ
ムを含んでよく、ならびに/または、他の実施形態によって提供される方法を実施し、か
つ/もしくはシステムを構成するように設計され得る。一実装形態では、図3の構成要素ま
たはモジュールは、そのようなソフトウェア要素を使用して実行され得、記憶デバイス61
5および/または作業メモリ640内に記憶され得る。単なる例として、上記で説明した方法
に関して説明する1つまたは複数の手順は、コンピュータ(および/またはコンピュータ内
のプロセッサ)によって実行可能なコードおよび/または命令として実装され得、次いで、
一態様では、そのようなコードおよび/または命令は、説明した方法に従って1つまたは複
数の動作を実行するために、汎用コンピュータ(または他のデバイス)を構成し、かつ/ま
たは適応させるために使用され得る。
【００７９】
　これらの命令および/またはコードのセットは、上記で説明した記憶デバイス615などの
コンピュータ可読記憶媒体上に記憶され得る。場合によっては、記憶媒体は、コンピュー
ティングデバイス600などのコンピューティングデバイス内に組み込まれ得る。他の実施
形態では、記憶媒体に記憶されている命令/コードによって汎用コンピュータをプログラ
ムし、構成し、かつ/または適応させるために記憶媒体が使用され得るように、記憶媒体
は、コンピューティングデバイスから分離され(たとえば、コンパクトディスクのような
リムーバブル媒体)、かつ/またはインストールパッケージにおいて提供され得る。これら
の命令は、コンピューティングデバイス600によって実行可能である、実行可能コードの
形をとることができ、ならびに/または(たとえば、様々な一般的に利用可能なコンパイラ
、インストールプログラム、圧縮/展開ユーティリティなどのいずれかを使用した)コンピ
ューティングデバイス600上でのコンパイルおよび/もしくはインストール時に、次いで実
行可能コードの形をとるソースコードおよび/もしくはインストール可能コードの形をと
ることができる。
【００８０】
　特定の要件に従って大幅な変形が行われ得る。たとえば、カスタマイズされたハードウ
ェアも使用されてよく、かつ/または、特定の要素が、ハードウェア、ソフトウェア(アプ
レットなどのようなポータブルソフトウェアを含む)、またはその両方で実装されてよい
。さらに、ネットワーク入力/出力デバイスなどの他のコンピューティングデバイス600へ
の接続が使用されてもよい。
【００８１】
　いくつかの実施形態は、本開示による方法を実行するために、コンピューティングデバ
イス(コンピューティングデバイス600など)を採用することができる。たとえば、プロセ
ッサ610が、作業メモリ640内に含まれる(オペレーティングシステム642、および/または
アプリケーションプログラム644などの他のコードに組み込まれ得る)1つまたは複数の命
令の1つまたは複数のシーケンスを実行することに応答して、説明する方法の手順の一部
または全部がコンピューティングデバイス600によって実行され得る。そのような命令は
、記憶デバイス615のうちの1つまたは複数などの別のコンピュータ可読媒体から、作業メ
モリ640に読み込まれ得る。単なる例として、作業メモリ640内に含まれる命令のシーケン
スの実行は、プロセッサ610に、本明細書で説明する方法の1つまたは複数の手順を実行さ
せ得る。
【００８２】
　本明細書で使用する「機械可読媒体」および「コンピュータ可読媒体」という用語は、
機械を特定の方式で動作させるデータを与えることに関与する任意の媒体を指す。コンピ
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ューティングデバイス600を使用して実装される一実施形態では、様々なコンピュータ可
読媒体が、実行のためにプロセッサ610に命令/コードを与えることに関与することがあり
、ならびに/または、そのような命令/コードを(たとえば、信号として)記憶かつ/もしく
は搬送するために使用されることがある。多くの実装形態では、コンピュータ可読媒体は
、物理的な、かつ/または有形の記憶媒体である。そのような媒体は、限定はしないが、
不揮発性媒体、揮発性媒体、および伝送媒体を含む多くの形をとることができる。不揮発
性媒体は、たとえば、記憶デバイス615などの光ディスクおよび/または磁気ディスクを含
む。揮発性媒体は、限定はしないが、作業メモリ640などのダイナミックメモリを含む。
伝送媒体は、限定はしないが、バス605、ならびに通信サブシステム650の種々の構成要素
(および/または通信サブシステム650が他のデバイスとの通信を提供する媒体)を含む電線
を含む、同軸ケーブル、銅線、および光ファイバーを含む。したがって、伝送媒体はまた
、波(限定はしないが、無線波データ通信および赤外線データ通信の間に生成されるもの
などの無線波、音波、および/または光波を含む)の形をとり得る。代替実施形態では、カ
メラなどのイベント駆動型構成要素およびデバイスが使用されてもよく、その場合、処理
の一部がアナログドメインにおいて実行されてもよい。
【００８３】
　物理的な、かつ/または有形のコンピュータ可読媒体の一般的な形は、たとえば、フロ
ッピーディスク、フレキシブルディスク、ハードディスク、磁気テープ、または任意の他
の磁気媒体、CD-ROM、任意の他の光学媒体、パンチカード、紙テープ、穴のパターンを有
する任意の他の物理媒体、RAM、PROM、EPROM、フラッシュEPROM、任意の他のメモリチッ
プまたはカートリッジ、以下において説明されるような搬送波、あるいはコンピュータが
命令および/またはコードを読み取ることのできる任意の他の媒体を含む。
【００８４】
　様々な形のコンピュータ可読媒体が、1つまたは複数の命令の1つまたは複数のシーケン
スを実行するためにプロセッサ610に搬送する際に関与することができる。単なる例とし
て、命令は最初に、リモートコンピュータの磁気ディスクおよび/または光ディスク上で
搬送され得る。リモートコンピュータは、命令をそのダイナミックメモリにロードし、コ
ンピューティングデバイス600によって受信および/または実行される伝送媒体上の信号と
して、命令を送信することができる。電磁信号、音響信号、光信号などの形をとり得るこ
れらの信号はすべて、本発明の様々な実施形態による、命令が符号化され得る搬送波の例
である。
【００８５】
　通信サブシステム650(および/またはその構成要素)は、一般に信号を受信し、次いで、
バス605は、信号(および/または、信号によって搬送されるデータ、命令など)を作業メモ
リ640に搬送することができ、プロセッサ610は、作業メモリ640から命令を取り出し、実
行する。作業メモリ640によって受信された命令は、オプションで、プロセッサ610による
実行の前または後のいずれかに、非一時的記憶デバイス615上に記憶され得る。
【００８６】
　上記で説明した方法、システム、およびデバイスは、例である。様々な実施形態は、適
宜に、様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加することができる。たとえば
、代替構成では、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行されてもよく、か
つ/または、様々なステージの追加、省略、および/もしくは組合せが行われてもよい。ま
た、いくつかの実施形態に関して説明した特徴は、様々な他の実施形態において組み合わ
されてもよい。実施形態の異なる態様および要素は、同様にして組み合わされてもよい。
また、技術は発展するものであり、したがって、要素の多くは、本開示の範囲をそれらの
特定の例に限定しない例である。
【００８７】
　実施形態の十分な理解をもたらすために、説明において具体的な詳細が与えられている
。しかしながら、実施形態は、これらの具体的な詳細を伴わずに実践され得る。たとえば
、実施形態を不明瞭することを避けるために、周知の回路、プロセス、アルゴリズム、構
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造、および技法は、無用に詳述することなく示されている。この説明は、例示的な実施形
態のみを提供し、本発明の範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。むし
ろ、実施形態の上述の説明は、本発明の実施形態を実装することを可能にする説明を当業
者に与える。本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、要素の機能および構成に種
々の変更を加えることができる。
【００８８】
　また、いくつかの実施形態について、流れ図またはブロック図として示すプロセスとし
て説明した。各々が、動作について順次プロセスとして説明することがあるが、動作の多
くは、並行にまたは同時に実行され得る。加えて、動作の順序は、並べ替えられ得る。プ
ロセスは、図に含まれていない追加のステップを有し得る。さらに、本方法の実施形態は
、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハー
ドウェア記述言語、またはそれらの任意の組合せによって実装され得る。ソフトウェア、
ファームウェア、ミドルウェア、またはマイクロコードにおいて実装されるとき、関連す
るタスクを実行するためのプログラムコードまたはコードセグメントは、記憶媒体などの
コンピュータ可読媒体に記憶され得る。プロセッサは関連するタスクを実行し得る。
【００８９】
　いくつかの実施形態について説明してきたが、様々な変更、代替構造、および均等物が
本開示の趣旨から逸脱することなく使用され得る。たとえば、上記の要素は、単により大
きいシステムの構成要素であってもよく、他のルールが本発明の適用例よりも優先するか
、そうでなければ本発明の適用例を修正してもよい。また、上記の要素が考慮される前、
考慮される間、または考慮された後に、いくつかのステップに着手してもよい。したがっ
て、上記の説明は本開示の範囲を限定しない。
【符号の説明】
【００９０】
　　100、511、512、513、514、515　モバイルデバイス
　　102　ユーザ入力
　　104　以前に記憶されたユーザデータ、デバイス上に記憶されたユーザデータ、デバ
イス上に記憶された情報
　　106　ユーザ画像、画像
　　108　ユーザの声
　　210　指
　　220　イベント通知
　　221　「受ける」ボタン、ボタン
　　222　「受ける」ボタン、「受ける」
　　223　「拒否する」
　　230　標準振動ベースのハプティックフィードバック、振動ベースのハプティックフ
ィードバック
　　240　標準静電ベースのハプティックフィードバック
　　250　標準サーマルベースのハプティックフィードバック
　　260　強度増大振動ベースのハプティックフィードバック
　　270　強度増大静電ベースのハプティックフィードバック、増大静電ベースのハプテ
ィックフィードバック
　　280　強度増大サーマルベースのハプティックフィードバック
　　300　コンピュータ可読媒体、コンピュータ可読記憶媒体
　　302　クラウドソーシングモジュール
　　304　アクション検出モジュール
　　306　ハプティックフィードバックモジュール
　　308　安定身体特性(SPC)検出モジュール
　　310　ハプティックフィードバック調整モジュール
　　502　クラウドソーシングサーバ
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　　600　コンピューティングデバイス
　　605　バス
　　610　プロセッサ
　　615　記憶デバイス、ストレージ、非一時的記憶デバイス
　　620　入力デバイス
　　622　マイクロフォン
　　624　カメラ
　　630　出力デバイス
　　632　スピーカー
　　634　振動モーター
　　636　静電ユニット
　　638　サーマル発生器
　　640　作業メモリ、メモリ、非一時的作業メモリ
　　642　オペレーティングシステム
　　644　アプリケーション、アプリケーションプログラム
　　650　通信サブシステム
　　660　ディスプレイ、ディスプレイデバイス
　　670　センサー

【図１】 【図２Ａ】
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